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FARMING NEWS

○作付比率○等級比率（倉庫出荷分）（12月3日現在）

ハナエチゼン

つ や 姫

コシヒカリ

きぬむすめ

ハナエチゼン

つ や 姫

コ シ ヒ カ リ

き ぬ む す め

30.5ha

485.8ha

117.7ha

779.3ha

2.2％(2.7％)

34.4％(31.9％)

8.3％(9.2％)

55.1％(56.3％)

品　種 面　積 作付比率
（参考：2年産）

※加工用米（きぬむすめ）含む。※加工用米（きぬむすめ）を除く。

品種銘柄 1等 2等 3等

77.3％

49.5％

27.4％

79.4％

22.7％

45.5％

66.9％

20.1％

0.0％

5.1％

5.7％

0.5％

３
年
産
米
　
生
育
総
括

4
月
下
旬
か
ら
の
田
植
え
時
期
以
降
、
強
風
の
日
が

多
く
、
活
着
不
良
や
植
え
傷
み
・
風
傷
み
の
被
害
を
受

け
た
ほ
場
が
あ
り
ま
し
た
。

生
育
は
、
5
月
15
日
に
梅
雨
入
り（
平
年
よ
り
22
日

早
い
）し
た
影
響
で
日
照
不
足
と
な
り
、
初
期
生
育
は

停
滞
気
味
で
推
移
し
ま
し
た
。
5
月
末
か
ら
6
月
は
高

温
・
多
照
で
推
移（
6
月
中
旬
を
除
く
）し
た
こ
と
か
ら

分
げ
つ
が
進
み
、
早
い
梅
雨
明
け
と
相
ま
っ
て
平
年
並

み
の
生
育
に
回
復
し
ま
し
た
。

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
本
田
で
は
藻
類
、
表
層
剥
離

や
ワ
キ（
ガ
ス
害
）や
赤
枯
れ
症
状
な
ど
が
発
生
し
、
水

の
入
れ
替
え
や
間
断
か
ん
水
、
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤
の
施
用

な
ど
に
よ
り
対
処
し
ま
し
た
。

8
月
は
、
台
風
9
号
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
多
雨
・
寡

３
年
産
米
品
種
別
生
育
状
況

照
と
な
り
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
登
熟
後
半
、
き
ぬ

む
す
め
の
出
穂
期
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

雑
草
は
、ノ
ビ
エ
・
ホ
タ
ル
イ
を
中
心
に
発
生
も
多
く
、

ほ
場
に
よ
っ
て
中
・
後
期
除
草
剤
に
よ
る
雑
草
対
策
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

病
害
虫
は
、
紋
枯
病
と
い
も
ち
病
が
多
発
し
ま
し
た
。

紋
枯
病
は
、
株
が
繁
茂
し
た
ほ
場
を
中
心
に
発
生
し
、

株
の
上
方
へ
菌
糸
が
伸
び
て
病
斑
を
広
げ
、
一
部
倒
伏

し
た
ほ
場
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

い
も
ち
病
は
、
天
候
不
順
も
重
な
り
一
部
ほ
場
で
は

穂
首
へ
の
感
染
に
よ
り
白
穂
と
な
り
ま
し
た
。

収
量
は
、
梅
雨
明
け
が
早
く（
平
年
よ
り
6
日
早
い
）

8
月
上
旬
ま
で
高
温
・
多
照
で
推
移
し
た
こ
と
に
よ
り

穂
数
、
籾
数
と
も
に
確
保
で
き
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
・
つ

や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
。
き
ぬ
む

す
め
は
登
熟
が
や
や
悪
く
、
平
年
並
み
〜
や
や
不
良
と

な
り
ま
し
た
。

（
作
況：全
国
1
0
1
、島
根
県
1
0
0
、出
雲
1
0
1
）

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

1
等
米
比
率 

77
・
3
％（
2
年
産
1
0
0
・
0
％
）

　
田
植
時
期
の
低
温
・
強
風
の
影
響
に
よ
り
、
活
着
不

良
や
植
え
傷
み
・
風
傷
み
の
被
害
を
受
け
初
期
生
育
が

遅
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
温
が
高
く
推
移
し
生
育
は

回
復
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
、
収
穫
作
業
は
降
雨
の

影
響
に
よ
り
遅
れ
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
17
日
　
収
穫
最
盛
期
：
8
月
27
日
）

○
つ
や
姫
　

1
等
米
比
率
49
・
5
％（
2
年
産
71
・
8
％
）

　
初
期
生
育
は
、
停
滞
気
味
で
推
移
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
茎
数
が
繁
茂
し
た
ほ
場
で
は
、
紋
枯
病
に
よ
り
倒
伏

し
た
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
穂
期
前
半
は
、高
温
・
多
照
の
天
候
だ
っ
た
も
の
の
、

8
月
中
旬
以
降
の
多
雨
・
寡
照
に
よ
り
登
熟
中
後
期
の

デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
に
影
響
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
、平
年
並
み
〜
や
や
良
。
穂
長
は
長
く
、
穂
数
、

籾
数
と
も
に
確
保
で
き
た
こ
と
が
収
量
増
の
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

　
品
質
は
、
登
熟
中
後
期
の
多
雨
・
寡
照
に
よ
り
背
白

粒
・
基
白
粒
・
心
白
粒
の
発
生
を
助
長
し
品
質
低
下
を

招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月
7
日
）

水

　稲

３
年
産
米
の
結
果
に
つ
い
て

令和3年稲作期間気象図（出雲）②

令和3年稲作期間気象図（出雲）①

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

1
等
米
比
率
27
・
4
％（
2
年
産
62
・
8
％
）

　
収
量
は
平
年
並
み
。
品
質
は
乳
白
粒
を
は
じ
め
と
す

る
白
未
熟
粒
が
主
な
格
下
げ
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月
11
日
）

○
き
ぬ
む
す
め
　

1
等
米
比
率
79
・
4
％（
2
年
産
77
・
4
％
）

　
田
植
え
時
期
の
5
月
中
旬
か
ら
梅
雨
入
り
し
た
た
め
、

初
期
生
育
は
停
滞
気
味
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
明
け
以
降
8
月
上
旬
ま
で
高
温
・
多
照
で
推
移

し
、
生
育
は
平
年
並
み
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
8
月
中
下
旬
の
日
照
不
足（
日
照
時
間
：
平
年
の
約

37
％
）は
、
き
ぬ
む
す
め
の
出
穂
期
と
重
な
り
、
登
熟
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
過
繁
茂
の
ほ
場
を
中
心
に
稲
こ
う
じ

病
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
直
播
栽
培
を
中
心
に
7

月
下
旬
ご
ろ
よ
り
葉
い
も
ち
が
発
生
し
、
天
候
不
順
も

重
な
り
一
部
ほ
場
で
は
、
穂
首
へ
の
感
染
に
よ
り
穂
の

水
分
供
給
が
断
た
れ
白
穂
と
な
り
減
収
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
並
み
〜
や
や
不
良
。
穂
長
は
や
や
短

か
っ
た
も
の
の
、
穂
数
、
籾
数
は
確
保
で
き
ま
し
た
。

千
粒
重
も
平
年
並
み
。
但
し
、
ほ
場
に
よ
っ
て
登
熟
歩

合
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
網
下
米
の
多
少
に
よ
り
収
量

に
大
き
な
差
が
出
ま
し
た
。

　
特
に
、
遅
植
え
の
ほ
場
は
、
出
穂
期
と
多
雨
・
寡
照

が
重
な
り
、
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
不
足
に
よ
る
未
熟
粒
の

増
加
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
網
下
米
が
増
加
し
収
量
低

下
に
繋
が
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始：9
月
25
日
、収
穫
最
盛
期：10
月
4
日
）
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※聞き取り調査は、大型農家を中心にＪＡで聞き取りをした結果です。
※共同乾燥施設は、籾摺り前の値（推定玄米重量）を基に算出しています。

※（　　）内は俵換算○平均単収（㎏/10a）

聞き取り調査

共同乾燥施設

合 算

ハナエチゼン つや姫 コシヒカリ きぬむすめ
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ハナエチゼン

つ や 姫

コシヒカリ

きぬむすめ

ハナエチゼン

つ や 姫

コ シ ヒ カ リ

き ぬ む す め

30.5ha

485.8ha

117.7ha

779.3ha

2.2％(2.7％)

34.4％(31.9％)

8.3％(9.2％)

55.1％(56.3％)

品　種 面　積 作付比率
（参考：2年産）

※加工用米（きぬむすめ）含む。※加工用米（きぬむすめ）を除く。

品種銘柄 1等 2等 3等

77.3％

49.5％

27.4％

79.4％

22.7％

45.5％

66.9％

20.1％

0.0％

5.1％

5.7％

0.5％

３
年
産
米
　
生
育
総
括

4
月
下
旬
か
ら
の
田
植
え
時
期
以
降
、
強
風
の
日
が

多
く
、
活
着
不
良
や
植
え
傷
み
・
風
傷
み
の
被
害
を
受

け
た
ほ
場
が
あ
り
ま
し
た
。

生
育
は
、
5
月
15
日
に
梅
雨
入
り（
平
年
よ
り
22
日

早
い
）し
た
影
響
で
日
照
不
足
と
な
り
、
初
期
生
育
は

停
滞
気
味
で
推
移
し
ま
し
た
。
5
月
末
か
ら
6
月
は
高

温
・
多
照
で
推
移（
6
月
中
旬
を
除
く
）し
た
こ
と
か
ら

分
げ
つ
が
進
み
、
早
い
梅
雨
明
け
と
相
ま
っ
て
平
年
並

み
の
生
育
に
回
復
し
ま
し
た
。

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
本
田
で
は
藻
類
、
表
層
剥
離

や
ワ
キ（
ガ
ス
害
）や
赤
枯
れ
症
状
な
ど
が
発
生
し
、
水

の
入
れ
替
え
や
間
断
か
ん
水
、
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤
の
施
用

な
ど
に
よ
り
対
処
し
ま
し
た
。

8
月
は
、
台
風
9
号
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
多
雨
・
寡

３
年
産
米
品
種
別
生
育
状
況

照
と
な
り
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
登
熟
後
半
、
き
ぬ

む
す
め
の
出
穂
期
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

雑
草
は
、ノ
ビ
エ
・
ホ
タ
ル
イ
を
中
心
に
発
生
も
多
く
、

ほ
場
に
よ
っ
て
中
・
後
期
除
草
剤
に
よ
る
雑
草
対
策
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

病
害
虫
は
、
紋
枯
病
と
い
も
ち
病
が
多
発
し
ま
し
た
。

紋
枯
病
は
、
株
が
繁
茂
し
た
ほ
場
を
中
心
に
発
生
し
、

株
の
上
方
へ
菌
糸
が
伸
び
て
病
斑
を
広
げ
、
一
部
倒
伏

し
た
ほ
場
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

い
も
ち
病
は
、
天
候
不
順
も
重
な
り
一
部
ほ
場
で
は

穂
首
へ
の
感
染
に
よ
り
白
穂
と
な
り
ま
し
た
。

収
量
は
、
梅
雨
明
け
が
早
く（
平
年
よ
り
6
日
早
い
）

8
月
上
旬
ま
で
高
温
・
多
照
で
推
移
し
た
こ
と
に
よ
り

穂
数
、
籾
数
と
も
に
確
保
で
き
、
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
・
つ

や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
。
き
ぬ
む

す
め
は
登
熟
が
や
や
悪
く
、
平
年
並
み
〜
や
や
不
良
と

な
り
ま
し
た
。

（
作
況：全
国
1
0
1
、島
根
県
1
0
0
、出
雲
1
0
1
）

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

1
等
米
比
率 

77
・
3
％（
2
年
産
1
0
0
・
0
％
）

　
田
植
時
期
の
低
温
・
強
風
の
影
響
に
よ
り
、
活
着
不

良
や
植
え
傷
み
・
風
傷
み
の
被
害
を
受
け
初
期
生
育
が

遅
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
温
が
高
く
推
移
し
生
育
は

回
復
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
、
収
穫
作
業
は
降
雨
の

影
響
に
よ
り
遅
れ
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
17
日
　
収
穫
最
盛
期
：
8
月
27
日
）

○
つ
や
姫
　

1
等
米
比
率
49
・
5
％（
2
年
産
71
・
8
％
）

　
初
期
生
育
は
、
停
滞
気
味
で
推
移
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
茎
数
が
繁
茂
し
た
ほ
場
で
は
、
紋
枯
病
に
よ
り
倒
伏

し
た
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
穂
期
前
半
は
、高
温
・
多
照
の
天
候
だ
っ
た
も
の
の
、

8
月
中
旬
以
降
の
多
雨
・
寡
照
に
よ
り
登
熟
中
後
期
の

デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
に
影
響
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
、平
年
並
み
〜
や
や
良
。
穂
長
は
長
く
、
穂
数
、

籾
数
と
も
に
確
保
で
き
た
こ
と
が
収
量
増
の
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

　
品
質
は
、
登
熟
中
後
期
の
多
雨
・
寡
照
に
よ
り
背
白

粒
・
基
白
粒
・
心
白
粒
の
発
生
を
助
長
し
品
質
低
下
を

招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月
7
日
）

水

　稲

３
年
産
米
の
結
果
に
つ
い
て

令和3年稲作期間気象図（出雲）②

令和3年稲作期間気象図（出雲）①

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

1
等
米
比
率
27
・
4
％（
2
年
産
62
・
8
％
）

　
収
量
は
平
年
並
み
。
品
質
は
乳
白
粒
を
は
じ
め
と
す

る
白
未
熟
粒
が
主
な
格
下
げ
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月
11
日
）

○
き
ぬ
む
す
め
　

1
等
米
比
率
79
・
4
％（
2
年
産
77
・
4
％
）

　
田
植
え
時
期
の
5
月
中
旬
か
ら
梅
雨
入
り
し
た
た
め
、

初
期
生
育
は
停
滞
気
味
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
雨
明
け
以
降
8
月
上
旬
ま
で
高
温
・
多
照
で
推
移

し
、
生
育
は
平
年
並
み
に
回
復
し
ま
し
た
。

　
8
月
中
下
旬
の
日
照
不
足（
日
照
時
間
：
平
年
の
約

37
％
）は
、
き
ぬ
む
す
め
の
出
穂
期
と
重
な
り
、
登
熟
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
過
繁
茂
の
ほ
場
を
中
心
に
稲
こ
う
じ

病
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
直
播
栽
培
を
中
心
に
7

月
下
旬
ご
ろ
よ
り
葉
い
も
ち
が
発
生
し
、
天
候
不
順
も

重
な
り
一
部
ほ
場
で
は
、
穂
首
へ
の
感
染
に
よ
り
穂
の

水
分
供
給
が
断
た
れ
白
穂
と
な
り
減
収
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
並
み
〜
や
や
不
良
。
穂
長
は
や
や
短

か
っ
た
も
の
の
、
穂
数
、
籾
数
は
確
保
で
き
ま
し
た
。

千
粒
重
も
平
年
並
み
。
但
し
、
ほ
場
に
よ
っ
て
登
熟
歩

合
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
網
下
米
の
多
少
に
よ
り
収
量

に
大
き
な
差
が
出
ま
し
た
。

　
特
に
、
遅
植
え
の
ほ
場
は
、
出
穂
期
と
多
雨
・
寡
照

が
重
な
り
、
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
不
足
に
よ
る
未
熟
粒
の

増
加
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
網
下
米
が
増
加
し
収
量
低

下
に
繋
が
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始：9
月
25
日
、収
穫
最
盛
期：10
月
4
日
）
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4
年
産
米
に
向
け
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
に
つ
い
て

気
候
変
動
に
対
応
で
き
る
最
も
有
効
な
技
術

　
　
　〜
「
土
づ
く
り
」
と
「
水
管
理
」
〜

　
近
年
は
、
温
暖
化
に
よ
る
異
常
高
温
や
天
候

不
順
に
よ
る
日
照
不
足
な
ど
生
産
環
境
は
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
良
質
米
生
産
を
行
う

た
め
に
は
、「
土
づ
く
り
」
と
「
水
管
理
」
が
非

常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
3
年
産
で
は
地

力
の
低
下
・
保
肥
力
の
低
下
が
あ
り
「
秋
落
ち

田
」
が
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
堆
肥
な
ど
の

有
機
物
は
生
育
後
半
に
も
吸
収
さ
れ
る
の
で
品

質
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
異
常
気
象
に
強
い

丈
夫
な
稲
体
を
作
る
た
め
に
積
極
的
に
「
土
づ

く
り
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　「
水
管
理
」
は
稲
の
生
育
を
制
御
す
る
重
要
な

技
術
で
す
。
過
繁
茂
を
抑
制
す
る
た
め
の
中
干

し
の
励
行
、
高
温
時
に
は
飽
水
管
理
を
す
る
こ

と
で
稲
体
の
冷
却
効
果
を
促
す
な
ど
は
登
熟
向

上
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

　米
穀
情
勢
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
生
産

者
・
J
A
が
一
体
と
な
り
収
量
増
・
コ
ス
ト
削
減

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
以
下
、
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
良

質
米
生
産
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

　
目
標
収
量
5
4
0
㎏
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

1
回
目
の
穂
肥
を
適
期
に
施
用
し
籾
数
を
確
保
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
内
で
最
初
に
出
穂
す
る

品
種
の
た
め
、
カ
メ
ム
シ
被
害
に
は
十
分
注
意
が
必
要

で
す
。
病
害
虫
発
生
予
察
を
見
な
が
ら
適
期
防
除
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

○
つ
や
姫
　

　
特
別
栽
培
米
基
準
で
の
栽
培
と
な
る
た
め
、
定
め
ら

れ
た
範
囲
内
で
の
適
正
な
施
肥
・
防
除
に
よ
り
収
量

増
・
高
品
質
を
確
保
し
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め
に
も

堆
肥
の
施
用
等
に
よ
る
土
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

雑
草
対
策
に
つ
い
て
も
使
用
で
き
る
除
草
剤
は
限
ら
れ

ま
す
の
で
、
水
管
理
を
は
じ
め
効
果
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

　
高
温
障
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
高
品
質
へ
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
遅
植
え
を
実
践

し
て
下
さ
い
。（
5
月
15
日
以
降
）。
ケ
イ
酸
質
資
材
の

積
極
的
な
投
入
に
よ
り
異
常
気
象
に
負
け
な
い
稲
体
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

○
き
ぬ
む
す
め
　

　
生
育
期
間
が
長
く
、
葉
色
も
濃
い
こ
と
か
ら
病
害
虫

被
害
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
過
繁
茂
に
よ

る
紋
枯
病
も
注
意
が
必
要
で
す
。
高
温
登
熟
性
に
優
れ

た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
5
月
15
日
以
降
の
遅
植
え
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

令和3年12月21日（火）14：00～

「雇用」をテーマに合同研修会開催
斐川町集落営農組合連絡協議会

「雇用」をテーマに合同研修会開催
斐川町集落営農組合連絡協議会

　斐川町集落営農組合連絡協議会では１１月１８
日、ラピタウェディングパレスにてＪＡしまね出雲
集落営農組織連絡協議会と合同研修会を開催さ
れました。近年集落営農組織では従事者の高齢化
が進行しており、後継者の育成・確保が喫緊の課
題となるなか、「雇用」をテーマに行われました。
両協議会合わせて５０の集落営農組織から７３名が
参加し、研修会では農事組合法人おきす代表理事
の森脇康博氏が「５年後・１０年後を見据え直ち
に行動！」と題し講演され、「法人化は手段の１つ
であり、目的となってはいけない。若い農業者が
働きやすい環境を整えていくことが大事」と強調
されました。また、社会保険労務士の田平篤氏に
よる労働保険・社会保険の基礎についての研修が
行われました。

（農）おきす代表理事 森脇康博氏による講演

　
J
A
し
ま
ね
で
は
、
組
合
員
と
地
域
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
、
自
己
改
革
を
通
じ
て
S
D
G
ｓ
の

目
標
達
成
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
農
家
の
皆
様
に
対
し
て
積
極

的
な
支
援
や
活
動
を
通
じ
て
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
斐
川
地
区
本
部
で
は
、
農
薬
に
よ
る
河
川
の
水

質
汚
濁
防
止
の
た
め
斐
川
町
自
主
規
制
項
目
を
定
め
環

境
保
全
に
引
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

斐川町の環境保全型農業の実践（斐川町自主規制項目）
　斐川町では、水田除草剤・農薬による河川の水質汚濁防止
のため、自主規制項目を定め環境保全に努めます。
１．代かきは浅水で行い、田植え前に｢強制落水｣しない。
２．初期除草剤は、田植え前に散布しない。（田植え後に散布）
３．除草剤散布後は湛水期間を２週間とし｢強制落水｣や｢かけ
　　流し｣はしない。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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各
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ま
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の

有
機
物
は
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後
半
に
も
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収
さ
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る
の
で
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向
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に
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が
り
ま
す
。
異
常
気
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に
強
い

丈
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な
稲
体
を
作
る
た
め
に
積
極
的
に
「
土
づ

く
り
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　「
水
管
理
」
は
稲
の
生
育
を
制
御
す
る
重
要
な

技
術
で
す
。
過
繁
茂
を
抑
制
す
る
た
め
の
中
干

し
の
励
行
、
高
温
時
に
は
飽
水
管
理
を
す
る
こ

と
で
稲
体
の
冷
却
効
果
を
促
す
な
ど
は
登
熟
向

上
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

　米
穀
情
勢
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
生
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者
・
J
A
が
一
体
と
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り
収
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・
コ
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ト
削
減

を
目
指
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ま
し
ょ
う
。

　
以
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、
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に
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ま
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。
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れました。近年集落営農組織では従事者の高齢化
が進行しており、後継者の育成・確保が喫緊の課
題となるなか、「雇用」をテーマに行われました。
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J
A
し
ま
ね
で
は
、
組
合
員
と
地
域
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
、
自
己
改
革
を
通
じ
て
S
D
G
ｓ
の

目
標
達
成
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
農
家
の
皆
様
に
対
し
て
積
極

的
な
支
援
や
活
動
を
通
じ
て
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
斐
川
地
区
本
部
で
は
、
農
薬
に
よ
る
河
川
の
水

質
汚
濁
防
止
の
た
め
斐
川
町
自
主
規
制
項
目
を
定
め
環

境
保
全
に
引
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。
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３．除草剤散布後は湛水期間を２週間とし｢強制落水｣や｢かけ
　　流し｣はしない。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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青
木
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之
介
く
ん
　（
7
カ
月
）

と
ら 

の 

す
け

出雲市郵送大腸がん検診のご案内出雲市郵送大腸がん検診のご案内
　ＪＡ島根厚生連では出雲市から委託を受け、大腸がん検診を実施しています。

受診対象者は40歳以上の出雲市民の方です。
検診の方法は、皆様から郵便で直接検体をお送りいただく“郵送法”となっています（検査料金は310円）

①申込はがきを記入し投函
   （ＪＡしまね斐川地区本部各支店・店に置いてあります）

②「検査容器」と
　「検査料の払込用紙」が送られてきます
③JA窓口で検査料３１０円を払い込む 
④届いた容器に便を採取し、返信用封筒に検査容器を入れて投函する
★令和4年の1月9日（日）以降の日曜日、月曜日、火曜日に投函して
　ください（今年度より投函できる曜日が限定されます）

申込み期限：令和4年1月31日（月）必着です。 

検
診
の
流
れ

   ＪＡしまね斐川地区本部各支店・店にも申込書を置いていますので、是非
　お申込ください。
   　（すでにお申し込みをしている方は、改めて申し込む必要はありません）。

大腸がん検診は
｢年に１回受診することが望ましい」
とされています。
今年度、大腸がん検診を受けていない方は、
この機会に大腸がん検診を受けましょう。

JA 島根厚生連（大腸がん検診担当）
営業時間　月～金　８：３０～１７：００
TEL 0853-31-4770

お問い合わせ

我が子自慢・我が子自慢・
孫自慢孫自慢

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。 ※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先大募集！！

ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ

ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ

ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ

ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ

生活課　2階会議室
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12月20日（月）

12月22日（水）

12月23日（木）

1月11日（火）

1月12日（水）

1月17日（月）

1月20日（木）

パッチワークグループ

ひまわりグループ

書道グループ

ちぎり絵グループ

いきいきグループ

パッチワークグループ

手芸グループ

　つつじ園では、利用者の皆さんのご家族を
招待しての「文化祭」を開催しました。手作
り銭太鼓での体操やペットボトルのキャップを
使ったタップ体操、楽器演奏や歌を披露しよう
と、1か月前から利用者の皆さんには練習を
重ねていただきました。11月9日～ 11日の本番
当日は、利用者の皆さんも緊張気味でしたが、
今までで一番良い演奏ができ、ご家族の皆さ
んからもお褒めの言葉を頂きました。利用者
の皆さんには、「手作りスイーツバイキング」
で楽しんで頂き、ご家族の皆さんには意見交
換で色 と々お話を聞かせて頂くことができました。

つつじ園「文化祭」開催

虎之介くんの成長していく姿
をみるのが楽しみです。たく
さん寝て、食べて、遊んで元
気に育ってね！

　
11
月
14
日
、
今
年
度
最
後
の
美
化
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
出
東
支
部
主

催
で
行
い
ま
し
た
。
年
間
5
回
計
画
し
、
各
支
部
順
番
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
部
員
19
名
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
合
わ
せ
て
36
名
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
出
東
支
店
を

出
発
し
約
３
キ
ロ
の
道
の
り
を
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
部
員
の
中
に
は
、
5
回
全
部
参
加
し
た
と
い
う
方
が
10
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
支
部
長
の
皆
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
っ

た
が
、
各
支
部
と
も
無
事
に
活
動
で
き
て
良
か
っ
た
。
参
加
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
美
化
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
終
了

５
年
生
の
部
　
金
賞
　
宮
松
　
龍
希
さ
ん
（
西
野
小
学
校
）

題
名
「
大
好
き
な
海
を
守
り
た
い
」

第
43
回
み
ど
り
を
ま
も
る
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

<

お
知
ら
せ> 

J
A
し
ま
ね
女
性
部
主
催

投稿者 出西地区
青木　昭さん、孝子さん

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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12 月30日
(木 )

12 月31日
(金 )

1月1日
(土 )

1月2日
(日 )

1月3日
(月 )

1月4日
(火 )

斐 　 川

荘 　 原

出 　 西

伊 波 野

ゆめタウン斐川

斐 川 中 部

新 川 中 央

出 　 東
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